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地方運輸局等における二次評価結果

③前回（又は類似事業）の事業
評価結果の反映状況

⑥事業の今後の
改善点

評価結果
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令和６年能登半島地震の影響で、道
路事情もあり、令和６年２月１９日か
ら一部運行を再
開し、元気バスの時刻表を、のと鉄
道の早朝臨時バスの時刻表に合わ
せた。
　また、４月７日から、のと鉄道の全
線再開により、中島元気バスの時刻
表ものと鉄道に合わせたダイヤとし、
中学生の下校時間の利便性向上に
も配慮した。その後、地元の要望によ
りバス停が変更したことによる若干
の時刻表の変更を行っている。
　GTFS化したデータの情報を確認
し、時刻表、バス停位置を最新の情
報にアップデートし、大手交通サイト
への運行情報の提供を行った。

A
計画通り適切に実施して
いる。

C

・事業の目標　輸送人員について、17,063人を下回った。
（令和5年10月～令和6年9月輸送人員10,034人）※令和６
年能登半島地震の影響で令和６年２月１８日まで運休して
いたため、並びに少子高齢化における中学生の減少。
・車両の取得に係る目標について、運行コスト1kmあたり
192円以内という目標を達成できなかった。（令和5年10月
～令和6年9月1kmあたり運行コスト207.37円）※未達成要
因：令和４年度に比べ、燃料費や修繕費などの支出を抑制
することができなかったため。

・今後も、のと鉄道のダイヤ改正に対
応し、乗り継ぎ利便性を考慮するとと
もに、利用状況を確認し路線の見直
し等を検討していく。
・引き続き、市HPや交通系サイトを活
用し利用促進及び利便性向上を図
る。
・令和６年能登半島地震の影響での
減少を取り戻すべく、引き続き沿線住
民への利用促進のためのPRを行っ
ていく。

協議会における事業評価結果の③から⑤までにつ
いては自己評価のとおりである。
なお、⑥の事業の今後の改善点については、実績向
上に向けて新たな具体策及びその具体化について
も改めて検討し、その実施について地域一体となっ
て適切に進めていくとともに、今後も適切な検証を行
い、地域公共交通の持続性向上や利用促進が図ら
れるよう期待する。
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・引き続き、利便性向上に向けたダイ
ヤ改正などを検討していく。
・GTFS化したデータの情報を確認
し、時刻表、バス停位置を最新の情
報にアップデートし、大手交通サイト
への運行情報の提供を行ったが、今
年度は時刻表の変更もなかったため
情報の変更は行わなかった。・生活
支援コーディネーターからの依頼で、
沿線住民に対しコミュニティバスの説
明会を行い利用を促した。

A
計画通り適切に実施して
いる。

B

・事業の目標　輸送人員について、45,599人を上回った。
（令和5年10月～令和6年9月輸送人員47,240人）
・車両の取得に係る目標について、運行コスト1kmあたり
286円以内という目標を達成できなかった。（令和5年10月
～令和6年9月1kmあたり運行コスト339.02円）※未達成要
因：令和４年度に比べ、燃料費や修繕費などの支出を抑制
することができなかったため。

・利用状況を確認し、路線の見直し等
を検討していく。・引き続き、市HPや
交通系サイトを活用し利用促進及び
利便性向上を図る。
・今後も生活支援コーディネーターと
協力し、沿線住民への利用促進のた
めのPRを行っていく。

協議会における事業評価結果の③から⑤までにつ
いては自己評価のとおりである。
なお、⑥の事業の今後の改善点については、実績向
上に向けて新たな具体策及びその具体化について
も改めて検討し、その実施について地域一体となっ
て適切に進めていくとともに、今後も適切な検証を行
い、地域公共交通の持続性向上や利用促進が図ら
れるよう期待する。


